
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 令和７年５月２８日 １３時４０分頃 

発生場所 大分県佐伯
さ い き

市佐伯港 

 トオドオ鼻灯台から真方位０７１°４４０ｍ付近 

（概位 北緯３２°５８.９′ 東経１３１°５５.７′） 

事故の概要 引船第三十一明神
みょうじん

丸が台船 吉
まるよし

－２のえい
．．

航準備作業中、航海士が

えい
．．

航索に当たり負傷した。 

事故調査の経過 令和７年６月１０日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 引船 第三十一明神丸、１２７トン 

   １３６８７１、吉浦海運株式会社（Ａ社） 

Ｂ 台船 吉－２、１,３９８トン 

   なし、Ａ社 

乗組員等に関する情報 船長、三級（航海） 

航海士Ａ、四級（航海） 

負傷者 軽傷 １人（航海士Ａ） 

損傷 なし 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

事故の経過  Ａ船は、船長ほか４人が乗り組み、広島県呉市川尻
かわじり

港まで空船のＢ

船をえい
．．

航する目的で、Ｂ船を左舷側に横抱きにして佐伯港を出航し

た。 

 Ａ船は、えい
．．

航索を、中央部船尾側に設置されたウインチから船尾

楼甲板に設置されたトーイングアーチ*1の中央下方（以下「えい
．．

航索

伸出口」という。）を通して船尾方に伸出させ、左舷側のＢ船の船首

部の両舷ビットに取られているえい
．．

航ペンダント*2に接続していた。 

また、Ａ船は、えい
．．

航索と連結するえい
．．

航ワイヤをえい
．．

航フックに

掛けて反対側の端部に連結用シャックルを取り付け、トーイングアー

チ上部にある索道の中を通して船尾楼甲板上まで伸ばしていた。 

（図１、図２ 参照） 

 

 
*1 「トーイングアーチ」とは、引船の後部甲板に設置されているアーチ状の構造物で、えい

．．
航作業を行う際に、え

．

い
．
航索が船体や他の機器に引っ掛かったり損傷したりするのを防ぎ、スムーズに索を操作できるようにするための

安全装置をいう。 
*2 「えい

．．
航ペンダント」とは、えい

．．
航される際に船体の１か所に荷重が集中するのを防ぎ、バランス良くえい

．．
航で

きるように甲板上の２か所のビット等から繰り出したロープの索端をシャックル等でペンダント状に連結したもの

をいう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長は、Ａ船及びＢ船が出航後、Ａ船の船首を西に向けて漂泊さ

せ、Ｂ船を横抱き状態からけん
．．

引状態にすることとし、トーイング

アーチの右舷船首側に機関長、同アーチの左舷船首側に航海士Ａ、後

部甲板に設置されたえい
．．

航索のウインチのハンドブレーキ操作部に別

の航海士（以下「航海士Ｂ」という。）を配置した。（図３、図４、写

真１、写真２参照） 
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図３ 乗組員の配置 

 

 

 

 

 

図４ 船尾側から見た航海士Ａの位置 

 

 

船長は、次のような準備を行った後、Ａ船でＢ船をえい
．．

航する予定

えい
．．

航索伸出口 

トーイングアーチ 

航海士Ａ 
えい
．．

航ワイヤ 

シャックル 

写真１ 航海士Ａとトーイングアーチの状況 

写真２ 後部甲板の状況 
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であった。 

① Ａ船を右回頭させて少し後進させ、浮力のあるえい
．．

航索を弛
ゆる

ま

せて船底に入らないよう左舷方に伸出させる。 

② Ａ船がＢ船の十分に前方に出たところで、航海士Ａ及び機関長

にえい
．．

航ワイヤにウインチから全て伸出させたえい
．．

航索の端部を

シャックルで連結させる。 

（図５ 参照） 

 

船長は、Ｂ船の係留索を解かせてＡ船に取り込み、Ａ船のバウスラ

スターを右舷方に作動させて、Ａ船がＢ船から離れたところで、バウ

スラスターを右舷方に作動させたまま、Ａ船の主機レバーを後進とし

た。 

航海士Ｂは、Ａ船が後進し始めたところで、ウインチのハンドブ

レーキを調整してえい
．．

航索をスクリュープロペラに絡まないよう繰り

出し、同索がＡ船の左舷船尾方から左舷方に伸出し始めた。 

 Ａ船は、えい
．．

航索を伸出しながら右回頭を続けてけん引状態に移行

中、ウインチ上側から繰り出していたえい
．．

航索が、ウインチに巻かれ

ていた内側の索の間に噛み込んだが、ウインチが惰力で回り続け、え
．

い
．
航索がウインチ下側から巻かれる状態（以下「逆巻き状態」とい

う。）で巻かれ始めた。 

（図６ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ えい
．．

航索繰り出し作業 

バウスラスター 

右回頭、両舷後進 
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停止、主機中立 

連結後、えい
．．

航開始 
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 えい
．．

航索は、逆巻き状態となるとともに、Ａ船の後進に伴って、

トーイングアーチのえい
．．

航索伸出口から出たえい
．．

航索がトーイング

アーチの左舷支柱に引っ掛かった状態で船首側に伸びる状態になっ

た。そして、えい
．．

航索が緊張した直後にえい
．．

航索がトーイングアーチ

の左舷支柱から外れ、上方に跳ね上がった。 

 船長は、操船中であったのでえい
．．

航索が噛み込んだことに気付かず

にＡ船を後進させ続け、また、航海士Ｂもハンドブレーキを解除した

まま、えい
．．

航索が噛み込んだことには、気付いていなかった。 

 トーイングアーチの左舷船首側に立っていた航海士Ａは、えい
．．

航索

が跳ね上がる直前に緊張したことに気付いたものの避けきれず、跳ね

上がったえい
．．

航索が当たり、船尾部から後部甲板上に落下した。（図

７、図８、図９参照） 
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図６ 逆巻き 
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．．

航索 
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図７ 事故発生時の状況（Ａ船及びＢ船の体勢） 

 

× 

Ｂ船 



 

船長は、バウスラスター及び主機を停止して後部甲板へ駆けつけ、

航海士Ａの負傷状況を確認後、出航岸壁に戻ることとし、岸壁管理者

に本事故の発生を連絡して救急車の手配を依頼した。 

 船長は、再びＢ船をＡ船の左舷に横抱きとし、出航岸壁に戻った。 

航海士Ａは、救急車で佐伯市所在の病院に搬送され、全身打撲及び

右前腕擦過傷と診断された。 

 トーイングアーチは、幅約７.２０ｍ、高さ０.９５ｍで、中央下部

に幅約０.３０ｍ、高さ約０.８５ｍのえい
．．

航索伸出口があった。 

 Ａ船の乗組員は、台船を横抱き状態からけん
．．

引状態へ移行する作業

を日常的に行っていたが、これまでえい
．．

航索がトーイングアーチより

も船首側に向けて緊張して上方に跳ね上がったことはなかった。 

 Ｂ船の甲板の位置は、Ａ船のトーイングアーチ上部より約０.８ｍ

高かった。 

分析 (1) えい
．．

航索が緊張した状況 

 本船は、次のことによって、えい
．．

航索がトーイングアーチ左端

支柱から跳ね上がったものと考えられる。 

① 船長は、Ａ船のバウスラスターを右回頭及び主機操縦レバー

を両舷後進とし、航海士Ｂに指示してウインチのハンドブレー

キを緩めさせた。 

② 伸出させていたえい
．．

航索が、ウインチに巻かれていた内側の

えい
．．

航索が、 

トーイングアーチ

の左舷支柱に掛

かった状態 

図８ 事故発生時の状況（Ａ船船尾部の状況） 
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図９ 船尾側から見た事故発生時の状況 
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索の間に噛み込んだものの、ウインチが惰性で動き続け、逆巻

き状態で巻かれ始めた。 

③ Ａ船は、右回頭で後進しながら、えい
．．

航索が左舷正横より少

し船首方に伸出するようになり、トーイングアーチ左端支柱に

引っ掛かり緊張する状態になった。 

④ えい
．．

航索は、ウインチに巻かれて張力が増加し、Ｂ船の甲板

の位置がＡ船のトーイングアーチより高かったことから、左端

支柱上部の湾曲部分を滑って上がっていき同支柱から外れて跳

ね上がった。 

(2) 乗組員の配置 

航海士Ａは、えい
．．

航索の繰り出しが終わった後、えい
．．

航索とえ
．

い
．
航ワイヤとをシャックルで連結する目的で、トーイングアーチ

の左舷船首側に配置されていたものと考えられるが、本事故当

時、Ａ船がえい
．．

航索を伸出させていた方向が左舷正横よりも船首

方になっていたことから、配置場所がえい
．．

航索の屈曲部の内側で

あったものと考えられる。 

航海士Ａが配置されたＡ船の船尾部は、Ｂ船から離れてえい
．．

航

索を左舷方又は右舷方に伸ばす際には、えい
．．

航ロープが振れる範

囲にあったものと考えられる。 

なお、本船の乗組員は、えい
．．

航索の伸出作業を日常的に行って

いたが、えい
．．

航索をえい
．．

航ワイヤに連結してえい
．．

航を開始するま

でえい
．．

航索が弛んで海面上に浮いた状態であり、トーイングアー

チの上方に跳ね上がったことはなかったことから、えい
．．

航索の跳

ね上がりによって負傷することはないと思い、当該配置について

いたものと考えられる。 

(3) えい
．．

航索が逆巻き状態になった後の船長及び航海士Ｂの対応 

   船長及び航海士Ｂは、えい
．．

航索が逆巻き状態になったこと及び

緊張したことに気付かなかったことから、航海士Ａに避退するよ

うに指示する等の対応を行わなかったものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船がえい
．．

航索を伸出しながら後進して右回頭

中、船長が、航海士Ａをトーイングアーチの船首側に配置してい

たことから、少し船首方に伸びていたえい
．．

航索が、ウインチで逆

巻き状態となり緊張してトーイングアーチの上方に跳ね上がった

際、航海士Ａに当たり、航海士Ａが船尾楼から後部甲板に落下し

て負傷したものと考えられる。 

原因 本事故は、本船がえい
．．

航索を伸出しながら後進して右回頭中、船長

が航海士Ａをトーイングアーチの船首側に配置していたため、えい
．．

航

索が、ウインチで逆巻き状態となり緊張してトーイングアーチの上方

に跳ね上がった際、航海士Ａに当たったことにより発生したものと考

えられる。 



再発防止策 船長は、本事故後、次の再発防止策を採った。 

・船長は、横抱き状態からけん
．．

引状態に移行する際の船尾配置者の

待機場所を船尾楼上のトーイングアーチの船首側から一段低い上

甲板上に変更した。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、他船をえい
．．

航する際、えい
．．

航索の伸出中は、被えい
．．

航船

の状況によって、えい
．．

航索が跳ね上がったり、破断したりする可

能性があることを考慮し、えい
．．

航索用ウインチ等えい
．．

航索先端部

より船尾方に乗組員を配置させないこと。 

 


